
































































の 批 評 文 を 抜 粋 し た 著 書 『 音 楽 と 音 楽 家
R. シューマン《ダヴィッド同盟舞曲集》Op. ６ における 
音楽語法の基礎的考察
─フロレスタンとオイゼビウスの観点から─

















































































「Alter Spruch：In all und jeder Zeit Verknüpft 
sich Lust und Leid : Bleibt fromm in Lust und 



















ろう。第 １ 曲目の冒頭 ２ 小節に［Motto von 
C.W.］と記されているが，これはクララ・
ヴィークの作品である《ソワレ・ミュジカル
（音楽の夜会）》Op. ６ の第 ５ 曲目にあたる〈マ

























◎ 第 １ 曲　署名【F. und E.】 ４ 分の ３ 拍子
　/G-dur/Lebhaft（生き生きと）/ ♩＝160












































◎第 ２ 曲　署名【E.】 ４ 分の ３ 拍子
　/h-moll/Innig（内省的に）/ ♩＝138





となっている。左手の音型は ４ 分の ３ 拍子で書








◎ 第 ３ 曲　署名【F.】 ４ 分の ３ 拍子





























られる［譜例 ６ ］。左の伴奏は ３ 拍子のリズム
─ 105 ─














◎第 ５ 曲　署名【E.】 ４ 分の ２ 拍子
　/D-dur/Einfach（素朴に）/ ♩＝116
《ダヴィッド同盟舞曲集》全18曲の中で ４ 分
の ３ 拍子以外の曲が ６ 曲存在するが， ５ 曲ある


















◎第 ６ 曲　署名【F.】 ８ 分の ６ 拍子
　 /d-moll → D-dur → d-moll/Sehr rasch［und 
in sich hinein］（極めて速く［そして内省的
に］）/ ♩ . ＝132
全18曲中，唯一の ８ 分の ６ 拍子の曲である。
ABA ＋コーダという構成で，重音やオクター
ヴ音型が目立つ。Ａの部分においては，右手は































◎第 ７ 曲　署名【E.】 ４ 分の ３ 拍子


















◎第 ８ 曲　署名【F.】 ４ 分の ２ 拍子
　/c-moll/Frisch（生き生きと）/ ♩＝100














◎第 ９ 曲　署名【なし】 ４ 分の ３ 拍子
　 /C-dur/Lebhaft［Hierauf schloss Florestan 


















































































































Op. ６ の前半にあたる［HEFT １ ］ ９ 曲しか取





























Robert Schumann Davidsbündlertänze Op.6 
（Urtext） G.HENLE VERLAG（1976）を参
照した。






















・Clara  Wieck -Schumann Ausgewähl te 
Klavierwerke （Urtext） G. HENLE VERLAG 
（1987）
・Robert Schumann Davidsbündlertänze Op.6 
（Urtext） G. HENLE VERLAG（1976）
・『シューマン　ピアノ作品全集・ １ 』新芸術社
（1973）
